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2 白石裕一、全完、的場聖明．経カテーテル大動脈弁留置術(TAVI)述語の心臓リハビ

リテーション治療．リハビリテーション診療 update．日本医師会雑誌 第 152 巻・
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4 Ohkura T, Yamasaki T, Kakita K, Hattori T, Nishimura T, Iwakoshi H, Shimoo S, 

Shiraishi H, Matoba S, Senoo K. Comparison of maximum-sized visually guided laser 
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8 Ramadhiani R, Ikeda K, Miyagawa K, Ryanto GRT, Tamada N, Suzuki Y, Kirita Y, 

Matoba S, Hirata KI, Emoto N. Endothelial cell senescence exacerbates pulmonary 
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Implantation for Patients With Critical Limb-Threatening Ischemia Caused by 
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pulmonary hypertension. PLoS One. 2023 Jan 27;18(1):e0280683.（IF=2.9） 
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cardiovascular treatment during hospitalization for heart failure among patients with 

schizophrenia: a nationwide cohort study. Epidemiol Psychiatr Sci. 2023 Oct 

18;32:e62.（IF=5.9） 
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Valve Replacement. Am J Cardiol. 2023 Oct 16;209:57-59.（IF=2.3） 
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obstruction and aortic stenosis severity: a case report. Eur Heart J Case Rep. 2023 
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Tsujino I, Nakanishi N, Sato K, Sakamoto J, Tanabe N, Takama N, Nakamura K, 

Kubota K, Komura N, Kato S, Yamashita J, Takei M, Joho S, Ishii S, Takemura R, 
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太, 的場 弥生, 草場 哲郎, 玉垣 圭一．腎移植後腎不全に可逆性後頭葉白質脳症

(PRES)を併発し腹膜透析を導入した 1 例．腎と透析 95 巻別冊 腹膜透析 2023：

130-131，2023． 

 

（D）学会発表 

Ⅰ） 特別講演、教育講演等 

1 的場聖明．教育講演 超高齢化社会におけるカテーテル治療の進歩．第 65 回日本

老年医学会学術集会，2023 年 6 月 17 日，横浜． 

2 的場聖明．心不全治療における薬物治療と非薬物治療について．第 68 回日本内科

学会近畿支部生涯教育講演会．2023 年 7 月 23 日．大阪． 

 

Ⅱ）シンポジウム、ワークショップ、パネルディスカッション等 

1 白石裕一．心不全患者における骨格筋と栄養．第 26 回日本病態栄養学会年次学術

集会．合同パネルディスカッション 3 日本心不全学会 高齢心不全患者の栄養

管理．2023 Jan 14;京都 

2 白石裕一．臨床現場の医療 DX の現状．第 49 回京都医学会．2023 年 9 月 24 日．

京都． 

3 栗本律子、白石裕一、臼井弘、松田義和、的場聖明．心不全地域連携における ICT

活用～京都心不全ネットワークの取り組み～．第 49 回京都医学会．2023 年 9 月

24 日．京都 

4 星野温 . Liver lipophagy activates lysosomal exocytosis and ameliorates Non-

alcoholic steatohepatitis. 第 87 回日本循環器学会総会 Special session ISHR U45

ジョイントシンポジウム. 2023 年 3 月 11 日, 福岡 

5 Hoshino A. Defects in Mitophagy Drive the Pathophysiology of ANT1-associated 

Myopathy. 第 87 回日本循環器学会総会 シンポジウム ミトコンドリア心血管
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疾患の病態メカニズム. 2023 年 3 月 11 日, 福岡 

6 星野温. カスタムゲノム編集ツールによる精密化ゲノム編集医療 日本ゲノム編

集学会第８回大会 シンポジウム 2023 年 6 月 6 日（火）～6 月 6 日（木）東京 

7 木 谷 友 哉 . Targeting TAOK1 prevents cardiomyocyte death and cardiac 

dysfunction induced by doxorubicin via inhibiting the p38-MAPK signaling 

pathway.  2023年日本心脈管作動物質学会若手研究者交流シンポジウム 2023年

10 月 14 日, 福岡 

8 奥見 雅由、今西 唯、安本 都和、國門 里咲、井上 裕太、宮下 雅亜、小牧 和美、

玉垣 圭一、浮村 理．腎移植における HLA 抗体検査の今後の展望 エピトープ

解析をどのように利用するか．第 31 回日本組織適合性学会大会 シンポジウム 3 

臓器及び造血幹細胞移植におけるモニタリングの最前線～Eplet 解析、キメリズ

ム解析をキーワードに～、2023 年 9 月 17 日、東京 

9 奥見 雅由、井上 裕太、宮下 雅亜、浮村 理、玉垣 圭一、小牧 和美、今西 唯．

エピトープ解析を腎移植にどのように利用するか．第 22 回日本組織適合性学会

近畿地方会 特別講演 2、2023 年 7 月 1 日、大阪 

10 奥見 雅由、井上 裕太、宮下 雅亜、小牧 和美、太田 矩義、玉垣 圭一、浮村 理．

長期透析患者に対する腎移植手術手技．第 68 回日本透析医学会学術集会 シンポ

ジウム 17 長期透析患者に対する腎移植、2023 年 6 月 17 日、神戸 

11 草場哲郎 シンポジウム 2S03m, 新しい生理学による腎臓病解明 生体内メージ

ングを用いたうっ血時の腎内血行動態の可視化とうっ血が腎障害に与える影響の

解明 日本生理学会第 100 回記念大会 2023 年 3 月 14 日-16 日、京都 

12 草場哲郎 シンポジウム 16 尿細管の制御による慢性腎臓病治療 尿細管-線維

芽細胞 Crosstalk による腎傷害後組織線維化の進展機序 第 66 回 日本腎臓学会

学術総会 2023 年 6 月 9 日-11 日、横浜 

13 草場哲郎 ワークショップ 1 AKI 動物モデルの実際を考察する 動物モデルを

用いた腎うっ血に合併する AKI の病態解明 第 66 回 日本腎臓学会学術総会 

2023 年 6 月 9 日-11 日、横浜 

14 草場哲郎 会長特別企画 5 臓器連関シリーズ 心腎連関 心腎連関の古くて新

しい概念 -腎うっ血- 第 27 回 日本心不全学会学術総会 2023 年 10 月 6 日-8

日、横浜 

15 草場哲郎 シンポジウム 3「線維化と腎再生の最前線」 腎うっ血における腎障害

と腎線維化 第 53 回日本腎臓学会西部学術大会 2023 年 10 月 7 日-8 日、岡山 

16 白石裕一、栗本律子、中西直彦、全完、山野哲弘、中村猛、的場聖明．重症心不

全患者に対するベルイシグアトの有効性：エコーデータの推移．第 27 回日本心不

全学会学術集会．2023 年 10 月 8 日；横浜 

17 白石裕一．The Efficacy of Verciguat for Advanced Heart Failure．第 87 回日本循
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環器学会学術集会．2023 年 3 月 12 日；福岡 

18 白石裕一、西真宏、的場聖明、栗本律子、野村哲也、臼井弘．心不全モニタリン

グシステムを活用した慢性心不全患者の外来診察の観察研究．第 71 回日本心不

全学会学術集会．2023 年 9 月 8 日；東京 

19 白石裕一、的場聖明．デバイス植え込み患者の運動耐容能と患者活動度．第 69 回

日本不整脈心電学会学術大会．2023 年 7 月 6 日-9 日；札幌． 

20 白石裕一、的場聖明．CPX ライブデモンストレーション．第 8 回日本心臓リハビ

リテーション学会近畿支部地方会．2023 年 2 月 11 日；神戸． 

21 栗本律子、白石裕一．臨床現場の医療 DX の現状 心不全地域連携における ICT

活用．第 49 回京都医学会．2023 年 9 月 25 日；京都． 

 

Ⅲ）国際学会における一般発表 

1 T.Ozawa, K.Zen, S.Matoba, K.Yanishi, T.Seki, J.Yoshimura, D.Goto, H.Kawamata, 

H.Tsubata, N.Nakanishi, T.Nakamura. Predict Factors Affected With In-Hospital 

Clinical Outcomes Between Endovascular Therapy and Fogarty Thrombectomy for 

Patients With Acute Limb Ischemia: A Large Number Analysis Based on JROAD-

DPC Database. American Heart Association Scientific Sessions 2023. 2023 Nov 

11; Philadelphia, USA 

2 Kenji Yanishi, Ayumu Fujioka, Arito Yukawa, Jun Yoshimura, Takaaki Ozawa, 

Daiki Goto, Hirofumi Kawamata, Satoaki Matoba. A Multicenter Prospective Trial 

of Therapeutic Angiogenesis Using Bone Marrow-Derived Mononuclear for 

Patients With Critical Limb-Threatening Ischemia Caused by Thromboangiitis 

Obliterans. American Heart Association Scientific Sessions 2023. 2023 Nov 11; 

Philadelphia, USA 

3 Matsubara  Y, Yamano M, Yamano T, Zen K, Nakamura T, Matoba S. Left 

Ventricular Global Longitudinal Strain After Transcatheter Aortic Valve 

Implantation in Patients with Preserved Ejection Fraction. American Heart 

Association Scientific Sessions 2023. 2023 Nov 12; Philadelphia, USA 

4 Nobunari Tomura, Takuo Nakagami, Tetsuro Hamaoka, Kuniyoshi Fukai, 

Shinichiro Yamaguchi, Satoaki Matoba. A Challenging Case of Acute Superior 

Mesenteric Artery Embolism Diagnosed by Gastroscopy. American Heart 

Association Scientific Sessions 2023. 2023 Nov 13; Philadelphia, USA 

5 Nakata T, Kirita Y, Tamagaki K, Kusaba T. Injured Tubular Epithelia-Derived 

CCN1 Promotes the Mobilization of Fibroblasts Toward the Injury Sites at the 

Acute Phase After Kidney Injury. ASN Kidney Week 2023, Nov 1–5, 2023, 

Philadelphia, PA, USA [TH-OR10] 
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6 Okuno N, Kohama Y, Tamagaki K, Taguchi H, Hirao T, Kusaba T. Aversive 

Response Against High Salt Taste Is Disturbed in CKD Patients. ASN Kidney 

Week 2023, Nov 1–5, 2023, Philadelphia, PA, USA [TH-PO1050] 

7 Nakamura I, Kirita Y, Tamagaki K, Kusaba T. Renal Congestion Exacerbates 

Sepsis-Induced AKI in Mice. ASN Kidney Week 2023, Nov 1–5, 2023, Philadelphia, 

PA, USA [FR-PO186] 

 

E 研究助成（競争的研究助成金） 

 総額 148,630,000 円 

 

公的助成 

代表（総額）・小計 9723 万円 

1 星野温．AMED「新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業」に係

る追加公募 令和５年度（令和４年度予算）「COVID-19 に対する吸入 ACE2 デコイ

製剤の開発」9000 万円 

2 星野温．文部科学省科学研究費補助金基盤研究（B） 令和 4－6 年度 「線維化セ

クレトームの転写制御ネットワーク解明と心不全治療応用」450 万円 

3 木谷友哉. 文部科学省科学研究費補助金若手研究 令和 5～6 年度 心筋必須遺伝子

群を標的とした心不全病態解明と治療標的探索 助成金額 273 万円 

 

分担・小計 4240 万円 

1 星野温．AMED「新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業」に係

る追加公募 令和５年度（令和４年度予算）「生体内蛋白質医薬品生産技術プラット

フォームの確立と緊急時国内製造のための基盤整備」1000 万円 

2 星野温．AMED「新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業」に係

る追加公募 令和５年度（令和４年度予算）「高親和性 DPP4 デコイによる MERS 治

療薬の開発」1300 万円 

3 星野温．AMED 再生・細胞医療・遺伝子治療実現加速化プログラム（非臨床 PoC 取

得研究課題）令和 5-9 年度 「難治性肝疾患に対する画期的な小児ゲノム編集治療

の創出」1500 万円 

4 星野温．AMED 先端的バイオ創薬等基盤技術開発事業 令和 3-5 年度「塩基編集技

術最適化による高精度ゲノム編集が可能にするアルツハイマー病予防」300 万円 

5 草場哲郎．AMED 臨床研究･治験推進事業 令和 5-9 年度、ネフローゼ型膜性腎症

に対するリツキシマブの検証的医師主導治験の実施 130 万円 

6 山野 哲弘．文部科学省科学研究費補助金基盤研究（C）令和 2～6 年度 二次性 MR

に対するカテーテル修復術のレスポンダー同定と費用対効果分析  助成金額10万円 
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財団等からの助成 

代表（総額）・小計 900 万円 

1 星野温．日本応用酵素協会 酵素研究助成 令和５年度 「超小型改変 Cas12f ヌク

レアーゼによるゲノム編集治療の確立」 50 万円 

2 木谷友哉. 一般社団法人日本循環器学会 2022 年度 基礎研究助成 令和５年度  

新規心筋細胞死制御因子 TAOK1 による心筋保護機序の解明と創薬へ向けた基礎的

研究  助成金額 200 万円 

3 木谷友哉. 公益財団法人持田記念医学薬学振興財団 2022 年度日持田記念研究助成 

令和５年度 心筋細胞を直接標的とした次世代心不全治療法開発の基盤的研究 助成

金額 300 万円 

4 木谷友哉. 公益財団法人持田記念医学薬学振興財団 2022 年度日持田記念研究助成 

令和５年度 心筋細胞を直接標的とした次世代心不全治療法開発の基盤的研究 助成

金額 300 万円 

5 草場哲郎 公益財団法人日本腎臓財団 令和 5年度 CKD(慢性腎臓病)病態研究助成 

うっ血による腎組織線維化は Epo 産生低下を介して心腎連関を悪化させる 金額 

50 万円 

 


